
基本方針Ⅲ：地域の資源を活かした個性や活力あるまちづくりを実現するための

道サービスを向上させます 

⑦21 世紀を先導する循環型都市仙台の構築を支援します 

<現況の課題> 

○公共交通機関が十分に整備されていない仙台都市圏の中心都市である仙台市においては、自動車の

依存度が高くそのシェアは増加傾向にある 
○SPM（浮遊粒子状物質）及び騒音の環境基準を満たしていない箇所が幹線道路を中心に見られ環境
問題が発生している 

○「杜の都」仙台市内の道路緑化率は、12政令市の中でも低い状況にある 
 

自動車の依存度は高くシェアは増加傾向にあり、渋滞発生や環境悪化を引き起こしている 
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▲仙台都市圏の交通機関分担率の変化（通勤目的）

資料：国勢調査  
▲渋滞損失時間（平成 14 年）仙台市 

資料：東北地方整備局  
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資料：H13 宮城県環境白書 

道路緑化率 

政令指定都市平均：53.9%
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▲H12 騒音測定箇所  ▲政令指定都市の DID 内の道路緑化率   

の環境基準達成率                           

▲市内拠点間バス旅行速度 

（朝ピーク時：H15）
資料：H11 道路交通センサス 県道以上を抽出

資料：宮城交通仙台市営バス

<目指すべき将来像> 

○快適な市民生活と機能的な都市活動を支え、ひと、まち、環境にやさしい公共交通を基軸と

した交通体系の構築 
○外延的拡大型の市街地から交通基盤整備との整合、都市機能の集積による魅力や活力と環境

との調和を重視した持続可能な都市づくりである「コンパクトシティ」の実現 
○人が快適に住み、楽しみ、交流できる、魅力ある都市空間の形成 
○緑の中に都市が包まれる美しい杜の都の創造 

<道サービス向上を図るための施策展開>(仙台市および仙台都市圏を対象とした施策・道サービス向上の目標) 

【交通円滑化の促進】 
○自家用車利用から公共交通への転換施策や都市圏自動車専用道路網をはじめとする環状道路、都市計画道路網

の整備を進め、都市内の渋滞緩和、都心通過交通の減少及び排気ガスなどの環境負荷の軽減に取り組みます。

【交通環境改善の推進】 
○騒音や大気質を改善するため、騒音低減効果のある高機能舗装の施設整備を行うほか、安全・快適な歩行空間

の形成に向けた、透水性舗装、排水性舗装などを施し、水溜りの出来ない歩行空間の形成を推進します。 
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⑧自然、歴史、文化を活かした個性ある地域づくりを進めます。 

<現況の課題> 

○郊外型小売店舗の乱立、中心市街地の衰退等の問題が仙台市を含めたほとんどの都市で発生している 
○まちの幹線道路において美しい街並み、地域独自の歴史・文化を感じさせない道路が各地でみられる 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 ▲古川市の中心商店街のシェア ▲古川市の中心市街地商店街の様子 

資料：宮城県  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲大型店舗が立地する国道４号沿線（古川市） 
資料：宮城県  

<目指すべき将来像> 

○「自助と自律の精神」のもと、各地域の持つ自然、歴史、文化といった多様な資源を活かした、

魅力、個性を持った地域づくり 

○空港、駅などのまちの玄関、中心や観光地間を結ぶ道路を、その地域の個性を活かしたシンボ

ル的なものに（単なる通過するだけの道でなく、街のたたずまいや風景となる道、楽しめる道、

癒しの道を） 

 
<道サービス向上を図るための施策展開> 

【沿道住民の道路管理への参加を促進】 

○ボランティア・サポート・プログラムとして、沿道住民の積極的な道路管理への参加を促し、

独自性のある道路空間を形成します。 
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